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６
月
定
例
会
が
、
６
月
１
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
の
一
部

２０

２０

改
正
２
件
、
市
道
路
線
の
認
定
４
件
、
合
わ
せ
て
６
議
案
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
議
員
提
出
議
案
で
は
、意
見
書
４
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

陳
情
は
、
２
件
を
趣
旨
了
承
と
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
５
月
臨
時
会
が　

日
に
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
の
２
件
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
、

１６

承
認
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
正
副
議
長
や
委
員
会
の
正
副
委
員
長
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
（
案
件
名
と
結
果
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

７
月　

日
か
ら
の
１
泊
２
日
で
「
農
家
体
験
留
学
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど

２７

も
た
ち
は
大
き
な
高
座
ス
イ
カ
を
収
穫
す
る
な
ど
、
楽
し
そ
う
に
農
作
業
を
手

伝
っ
て
い
ま
し
た

議
員
提
出
議
案

　

正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、

議
長
に
綱
嶋
洋
一
議
員
、
副
議
長

に
笠
間
善
晴
議
員
を
選
出
し
た
ほ

か
、
高
座
清
掃
施
設
組
合
と
広
域

大
和
斎
場
組
合
議
会
議
員
の
選
出

を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
議
会

運
営
委
員
会
と
基
地
対
策
特
別
委

員
会
委
員
の
選
任
も
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
各
委
員
会
の
正
副
委

員
長
の
選
出
を
行
い
ま
し
た
（
各

委
員
会
な
ど
の
構
成
一
覧
は
８
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）
。

○
厚
木
基
地
で
の
空
母
離
着
陸
訓

練
に
よ
る
騒
音
被
害
に
関
す
る
意

見
書

　

５
月
に
厚
木
基
地
で
空
母
離
着

陸
訓
練
が
５
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
、

受
忍
限
度
を
は
る
か
に
超
え
た
激

条　

例

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

松
澤
堅
二
議
員
を
選
任
す
る
こ

と
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。

人
事
案
件

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
市
税

条
例
の
一
部
改
正
で
、
全
会
一
致

で
承
認
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

○
綾
瀬
市
印
鑑
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

外
国
人
登
録
法
の
廃
止
及
び
住

民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
外
国
人
登
録
制
度
が
廃
止
さ

れ
、
外
国
人
に
対
し
て
も
住
民
基

本
台
帳
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
綾
瀬
市
印
鑑
条
例
や
綾

瀬
市
就
学
金
条
例
な
ど
の
関
連
す

る
７
つ
の
条
例
に
つ
い
て
、
一
括

し
て
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

○
綾
瀬
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
公
布

さ
れ
、
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
過
酸
化

水
素
付
加
物
が
危
険
物
に
追
加
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

し
い
騒
音
が
市
民
の
生
活
環
境
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
空
母
離
着
陸
訓

練
を
厚
木
基
地
で
は
実
施
し
な
い

こ
と
を
強
く
要
請
す
る
も
の
で
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

○
基
地
対
策
予
算
の
増
額
等
を
求

め
る
意
見
書

　

基
地
対
策
予
算
の
増
額
等
を
求

め
る
も
の
で
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

○
神
奈
川
県
最
低
賃
金
改
定
等
に

関
す
る
意
見
書

　

平
成　

年
度
の
神
奈
川
県
最
低

２４

賃
金
の
諮
問
・
改
定
に
関
し
、
諸

施
策
の
実
現
を
求
め
る
も
の
で
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
存

続
、
教
職
員
定
数
改
善
計
画
の
早

期
実
施
を
求
め
る
意
見
書

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を

存
続
し
、
義
務
教
育
教
科
書
無
償

厚厚
木木
基基
地地
でで
のの
空空
母母
離離
着着
陸陸
訓訓
練練
にに
関関
すす
るる
意意
見見
書書
をを
提提
出出

綾
瀬
市
印
鑑
条
例
等
の
一
部
改
正
を
可
決

６
月
定
例
会

６
月
定
例
会

市
道
路
線
の
認
定

　

開
発
行
為
に
よ
り
帰
属
さ
れ
た

道
路
の
認
定
４
件
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

制
度
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学

級
編
制
の
標
準
を　

人
に
改
正
す

３５

る
措
置
を
早
期
に
講
ず
る
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

可
決
し
た
意
見
書
は
関
係
機
関

に
提
出
し
ま
し
た
（
意
見
書
全
文

は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。

報　

告

○
平
成　

年
度
綾
瀬
市
一
般
会
計

２３

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い

て○
平
成　

年
度
綾
瀬
市
下
水
道
事

２３

業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
に
つ
い
て

○
平
成　

年
度
綾
瀬
市
一
般
会
計

２３

継
続
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

○
綾
瀬
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営

状
況
に
つ
い
て

○
財
団
法
人
綾
瀬
市
教
育
施
設
整

備
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

５
月
臨
時
会

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
市
政
の
推
進
に
対
し
、
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
私
ど
も
両
名
は
、
議

員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長

並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感

し
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

　

さ
て
、
活
気
に
満
ち
た
地
域

社
会
実
現
に
向
け
、
議
会
が
担

う
役
割
は
、
よ
り
重
要
性
を
増

し
て
お
り
ま
す
。そ
う
し
た
中
、

私
ど
も
は
中
立
公
正
な
立
場

で
、
開
か
れ
た
議
会
運
営
に
努

め
、
皆
さ
ま
の
声
を
的
確
に
反

映
さ
せ
、
信
頼
に
応
え
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
各
位
の
よ

り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議　長
綱嶋洋一

副議長
笠間善晴


